
●留学生受入れ事業（技術協力）―大学院課程への受入―

案件名 対象国・地域
2024年度に新規で受入
し、かつ1日でも在籍
した人数

2025年3月31日時点で
在籍していた人数
（3/31以前に帰国した
人は含まない）

主な出身国 受入部局

1 ABE（アフリカの若者のための産業人材育
成）イニシアティブ

アフリカ 3 10
ガーナ、ザンビア、ナイジェリア、
モザンビーク、エジプト、
ルワンダ、ケニア

環境科学院
経済学院
工学院

2 資源の絆プログラム 東南アジア、アフリカ、中南米 5 11
ジンバブエ、エチオピア、エクアドル、
ボツワナ、モザンビーク、タンザニア、
マラウイ、ペルー、フィリピン、ミャンマー

工学院

3 健康危機対応能力強化に向けたグローバル
感染症対策プログラム（PREPARE）

全世界 2 9
ガーナ、コンゴ民主共和国、
ザンビア、ナイジェリア、
ベトナム、ケニア

獣医学院
遺伝子病制御研究所
人獣共通感染症国際共同研究所
国際感染症学院

4 食料安全保障のための農学ネットワーク
agri-net

全世界 1 5
インドネシア、コンゴ民主共和国、
ザンビア、 ナイジェリア、モンゴル

農学院
獣医学院
水産科学院

5 道路アセットマネジメント 全世界 1 1
ザンビア、フィリピン、
タイ、キルギス

工学院

6 インド工科大学ハイデラバード校　日印産
学研究ネットワーク構築支援プロジェクト

インド 2 5 インド
工学院
電子科学研究所
触媒科学研究所

7 SDGｓグローバルリーダー・コース 全世界 4 5
ガンビア、ザンビア、ナイジェリア、ベナン、
フィリピン、バヌアツ他

経済学院
環境科学院
工学院

8 アフリカのきれいな街のための中核人材育
成コース

アフリカ 1 0 マダガスカル 環境科学院

9 ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ 全世界 0 1 バングラデシュ 保健科学院

10 科学技術イノベーション人材育成 東南アジア、アフリカ、中東・欧州 2 5
タイ、カンボジア、
ベトナム、インドネシア

工学研究院
国際広報メディア・観光学院

11 宇宙人材育成 東南アジア、アフリカ、中南米 0 2 タイ、ルワンダ
工学院
理学院

12 アジア地域投資促進・産業振興
東南アジア、東アジア、中央アジア、
南アジア

0 1 ベトナム 経済学院

13
技術協力プロジェクト「タイ国におけるレ
ジリエンス強化のための道路と橋梁のライ
フタイムマネジメント技術の開発」

タイ 1 1 タイ 工学院

14
SATREPS・2022（インフラシステム開発）・
北海道大学大学院工学研究員土木工学部門
(博士)

タイ 0 1 タイ 工学院

15 SATREPS・2023・北海道大学大学院工学研究
院(博士)

タイ 0 2 タイ 工学院

案件名 対象国・地域 受入部局

1
JDS：無償資金協力による留学生事業
（都市環境、地球温暖化対策、衛星データ
を活用した災害管理等のテーマを想定）

ベトナム 地球環境科学研究院

案件名 対象国・地域 研究代表者

1
エジプト・日本教育パートナーシップ
（EJEP）

エジプト 工学研究院（博士）

●JICA開発大学院連携プログラム

1 工学院

2 農学院

3 国際食資源学院

4 保健科学院

5 環境科学院

6 国際感染症学院 https://www.jica.go.jp/Resource/dsp-chair/dsp/university/ku57pq00002j4x36-att/04_HokkaidoUniv_Infectious_Diseases.pdf

2017年－2024年

2024年度実績

備考

2024年度申請、採択済み
2025年度詳細計画策定調査実施、2026年度受入開始予定

実施時期

研究科局 概要

03_HokkaidoUniv_Eng_Agri_Gfr_Hs.pdf (jica.go.jp)

03_HokkaidoUniv_ees.pdf (jica.go.jp)

●留学生受入れ事業（JDS：無償資金協力）―大学院課程への受入―

●留学生受入れ事業（円借款事業）―大学院課程への受入―
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●技術協力プロジェクト

案件名 対象国・地域 大学担当教員

1
感染症対策のためのラボサーベイランス強
化プロジェクト

ザンビア
人獣共通感染症国際共同センター
（北大の協力は2025年1月の短期研修員受け入
れ以外予定なし）

2
公衆衛生上の脅威の検出及び対応強化プロ
ジェクトフェーズ２

ナイジェリア 人獣共通感染症国際共同センター

3
ザンビア大学獣医学部臨床教育強化プロ
ジェクト

ザンビア 獣医学研究院

4
公務員獣医師及び民間獣医師実践能力強化
プロジェクト

モンゴル
獣医学研究院
人獣共通感染症国際共同センター

5
ウトゥクバンバ渓谷上流地域における文化
的景観を活用した持続的開発促進プロジェ
クト

ペルー
観光学高等研究センター（CATS）
（IDCJとのJVで受託）

6
ザンビアにおける鉛汚染のメカニズムの解
明と健康・経済リスク評価手法および予
防・修復技術の開発

ザンビア、ジンバブエ、
ナミビア、ボツワナ

獣医学研究院

7
「気候変動下のメコンデルタ地域における
持続可能な発展に向けた産官学連携強化プ
ロジェクト

ベトナム

●草の根技術協力

案件名 対象国・地域 大学担当教員

1
ボリビア　日系人社会が牽引する持続的な
農業生産システム確立のための支援（パー
トナー型）

ボリビア 農学研究院

2

ザンビア　子どもと若者の参加型アクショ
ンリサーチによる地域に根差したWASH
（水、トイレ、衛生）モデルの共創（支援
型）

ザンビア
保健科学研究院
アイヌ研

3

ウズベキスタン　フェルガナ州におけるマ
ハッラバイ政策支援事業―マハッラにおけ
る小規模ビジネス・起業家育成の成功モデ
ルの創出（支援型）

ウズベキスタン 経済学研究院

●SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）

案件名 対象国・地域 研究代表者

1
アフリカにおけるウイルス性人獣共通感染
症の疫学に関する研究

ザンビア、コンゴ民 人獣共通感染症国際共同センター

2 結核と鼻疽の制圧プロジェクト モンゴル 獣医学研究院

3
生物循環グリーン経済実現に向けたウキク
サホロビオント資源価値の包括的開拓プロ
ジェクト

タイ 地球環境科学研究院

4
葯培養及びシチズンサイエンスによる即時
的稲品種開発体制構築プロジェクト

ザンビア 農学研究院

5
持続的な漁業を実現する高付加価値バイオ
製品の再生利用

チリ 地球環境科学研究院

6
スマートマイニング＋による持続的な鉱山
開発

カザフスタン 工学研究院

7
スマートカーボンファーミングによる
キャッサバ生産体系変革

ベトナム 農学研院院

●課題別研修・国別研修・カウンターパート研修（短期研修）

案件名 対象国・地域 大学担当部局（内容） 研修員数

1
国別　感染症対策に必要な獣医診断技術に
関するグループ研修

モンゴル 獣医学研究院 7

2
国別　ザンビア・大学附属動物病院を活用
した獣医臨床教育研修①

ザンビア 獣医学研究院 3

3 国別　産業動物臨床に関する研修 モンゴル 獣医学研究院 2

4 国別　獣医寄生虫症診断に関する研修 モンゴル 獣医学研究院 1

5
国別　公衆衛生上重要な感染症検体の安全
な取扱・診断

ザンビア 獣医学研究院 7

6
課題別　水産資源の持続的利用とバリュー
チェーン開発

インドネシア、フィリピン、
バングラデシュ、トンガ、
モロッコ、ケニア、セーシェル、
タンザニア、モザンビーク

水産科学研究院 9

7
SATREPS（短期）「結核・鼻疽の新規診断法
導入」

モンゴル 獣医学研究院 2

8
SATREPS（短期）結核、鼻疽ならびに家畜疾
病の病理学的研究

モンゴル 獣医学研究院 4

9 SATERPS（短期）稲葯培養研修（１） ザンビア 農学研究院 1

10
SATREPS（短期）水産バイオ有効利用_大学
院生

チリ 地球環境科学研究院 12024年7月23日－8月6日

2025年1月13日－3月12日

2025年1月19日－2月4日

2024年8月19日－9月27日

2024年5月15日－6月13日

2024年12月1日－12月27日

2024年6月1日－8月30日

2025年1月20日－3月8日

実施時期

2019年5月－2024年6月

2020年8月－2025年7月

2021年10月－2026年10月

2023年10月－2028年10月

2023年10月－2028年10月

2025年度から開始予定

2025年度から開始予定

事業期間

2024年10月6日－10月19日

2024年12月2日－12月15日

*研究代表者の所属機関が北海道大学の案件のみ

2024採択済
2025年－2029年

2021年－2025年（1年間延長後）

2021年－2025年

2019年－2025年（2年延長後）

2023年度採択、2025年開始予定

国内支援委員として農学研究院の貴島先生を委嘱。

事業期間

2022年7月5日－2027年7月2日

2024年1月－2026年12月

2023年10月－2026年9月

2023年－2028年

事業期間



●海外協力隊の派遣

案件名 派遣国 大学担当部局（内容）

1 海洋環境・資源管理支援 セントルシア 水産科学研究院

2 海洋環境・資源管理支援 セントルシア 水産科学研究院

テーマ 配属部 学部/学科年 学部 学科研究名

1 国際協力のための健康管理データ活用 安全管理部 健康管理室 学部3年生 経済学部経済学科 統計学

2
タンザニアにおけるワンヘルス（人獣共通
感染症対策）の実現に向けて－科学技術協
力の現場からー

タンザニア事務所 学部3年生 獣医学部 共同獣医学課程

3
ユニバーサルヘルスカバレッジ達成のため
のエジプト向け保健分野協力の業務補佐

エジプト事務所 学部3年生 医学部医学科 医学科

4 インターンシップ受入に係る覚書 ザンビア事務所

5 インターンシップ受入に係る覚書 モンゴル事務所

●その他

大学担当部局

1 経済学研究院

2 国際連携推進本部、国際部

3 工学研究院

4 産学・地域協働推進機構
国際連携推進本部

国際会議GEWEX（第9回）SATREPSセッション共催 2024年7月9日－12日

モンゴルDX-CUP（高専生、大学生を対象に、DX・ICT・デジタル工学系人材の育成を目
的として、日本やモンゴルの社会課題に資するデジタル技術・サービスを競うビジネ
スプランコンテスト)に産地機構の教員と学生（３チーム）が参加

2024年12月7日

・有効期間：2024年9月24日～2027年9月23日
・全学部・学科対象

件名 実施時期

連携講座「国際協力論」 2024年11月

田中理事長の寳金総長表敬訪問
北大×読売新聞×JICA公開シンポジウムへの田中理事長登壇

2024年10月4日－5日

事業期間

2018年3月22日－2023年3月31日

2023年2月1日－2028年3月31日

●インターン（本学学生の派遣）

・有効期間：2024年10月4日～2029年3月31日
・農学院・農学部対象
・実習の内容：「蒟培養及びシチズンサイエンスによる即時的稲品種開発体制構築
（SATREPS）」に関連する範囲内


	連携案件・HP用（2025年3月31日現在）

